
1 背景 
グローバル化を目指す企業が増えていてますます国際競争

で戦う能力のある人材が求められている.業務遂行するために語

学力は欠かせない存在になった.この動向を向き合い,数少ない

会社は英語を社内の公用語として使っている。その中、英語のラ

イティングスキルは特に強調されている. 
外国語教育において,作文能力改善方法の研究はよく行われ

ている.その中で,論理的思考力や表現力の育成はもっとも重要

な課題だと考えられている. 
 

1.1 ピアリヴュー（Peer Review） 

ピアリヴューという協調学習手法は 1970 年代に第一言語の教

育方法として P.Elbow に導入された後,1980 年代に第二言語とし

ての英語（English as a second language: ESL）教育として,中国と

シンガポールをはじめとしたアジア諸国において展開され,その

効果も検証 1)されてきた.その協調学習の学習形態により,批判的

あるいは論理的思考に基づく文章を書くことに大きな効果 2)があ

る. 

1.2 ピクトグラム・ネットワーク（ Pictogram 
Network） 

ピクトグラム・ネットワークはピアリヴューに基づき,新しい英語

作文教育支援法 3)として提案された.この手法は指導者に頼らず

とも,学習者同士で添削できる手法である.また,この新しい作文教

育支援法は,作文者の意図と読者の理解の乖離を定量的に比較

し,学習者の英作文の作成能力の上達具合が把握できる. 
しかし,現状では,定量評価をするためのデータ入力を手動で

行う必要があり,時間・金銭・労力が大きくかかってしまう.それに

付随して,多くの人に利用してもらうことができていない. 
 

2 目的  
このような背景で英語作成から評価までの流れを,指導者にも

学習者にもできるだけ負担を少なくし,かつ,いつでも,どこでも利

用できるように,タブレット端末でシステム化をする. 
 

2.1 指導者にとって 

システム化により,データ入力の手間はなくなり,評価にかかる

時間も短縮でき,サーバに置くデータから使用者の学習傾向の

分析も行うことができる. 

2.2 学習者にとって 

薄型・軽量化のタブレットを活用し,学習者に対して,利用可能

な場所・時間を広げることが可能になる.さらに,作文の評価が自

動的に蓄積され,推移も見ることができる. 
 

3 提案手法  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 支援システムの構成 
 
まず,サーバに保存した主題を書き手に送信する.そして,学習

者は主題を従って文章とピクト・ネットをタブレットで作成し,その

後、サーバを経由し, 文章を読み手に送信する.読み手は書き手

の書いた英作文から,ピクト・ネットを作成し,評価としてサーバに

返信する.サーバは両方のピクト・ネットを定量的に評価し,その評

価を書き手に送付する.最後,書き手は二枚のピクト・ネットを参考

しながら,自分の文章を修正した後で,サーバに送信する. （図 1
参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

 図２ システム機能一覧表 
	
 主な機能としてはログイン・ホーム、作文作成、英
語添削、評価閲覧、ヘルプ、個人設定、表題作成や学

タブレット端末を用いた英語作文支援システムの開発 
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習者情報などがある。 
 

4 まとめと今後の展望  
本研究はピクトグラム・ネットワークという新しい英語作文教育

支援法を基づき、タブレット端末におけるシステムの実現を提案

した。 
本システムを利用することで、ピクトグラム・ネットワークによる

英作文作成能力の定量評価を実現する。そして、教育現場で得

られた実証データを収集・分析することで、ピクト・ネットを用いた

英語教育の有効性を検証する。同時に、学習者の学習効果の

向上と関連する要素を発見する。この発見から、学習論ないし認

知科学への貢献を期待したい。 
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